












要約:体外受精・胚移植法において、採卵される卵の質はその後の体外受精・胚移植の成

績に大きく影響する因子である。そのため採卵時の卵の質を評価し、さらに質の良い卵を

採取することができる排卵誘発法を検討することは非常に大切なことである。一方アポト

ーシスが卵胞の発育に大きく関与してことが最近報告されており、このアポトーシスが卵

の質へ影響を与えることも充分考えられる。そこで今回、顆粒膜細胞のアポトーシスを指

標とし卵巣または卵胞、卵の質の評価を試みた。Gn-RH アナログ+hMG にて排卵誘発を行い

卵胞を発育させた。十分卵胞が発育した時点で hCG を投与しさらに 35 時間後に超音波下

に採卵を試行した。卵と顆粒膜細胞を採取し、卵は体外受精の用い、顆粒膜細胞はアポト

ーシスの測定に用い、体外受精の成績とアポトーシ小体の出現率について検討した。卵胞

壁顆粒膜細胞のアポトーシス小体出現率は、卵丘の顆粒膜細胞のアポトーシス小体出現率

に比べ、頻度が高値を示した(p<O.01)。不妊原因別に卵管因子、子宮内膜症、男性因子、

原因不明に分けて検討すると、子宮内膜症の卵丘細胞にアポトーシス小体の出現を多く認

めた(p<0.05)。卵が多く採取された症例のアポトーシス小体出現率は卵が少なく採取され

た症例よりも低い値を示した(p<0.05)。妊娠群と非妊娠群の顆粒膜細胞のアポトーシス小

体出現率は妊娠群で低い傾向を認めたが、とくに、壁側の顆粒膜細胞で有意の差であった

(p<0.05)。以上より、アポトーシス小体出現率は卵の質を良く反映する指標であることが

明らかとなり、かつ、卵が採取され、受精、分割し、胚移植されても、その卵の採取され

た卵巣の顆粒膜細胞の状態が卵の予後を既定していると考えられ、卵胞をいかに健康に発

育させることが、妊娠を得る重要な因子であることが明らかとなった。


